
英語存在数量詞に関する覚え書

高 橋 加 寿 子

 0．在存記号または存在数量詞（existentiai quantifier）ウよ，本来，述語

・論理学（predicate logic）で用いられる二つの量記号．（quantifier）のうちの一

つで，「あるもめ／ある人j，の意味や，「…のようなxが少なくとも三つ存

在する」というような「存在につ》・ての命題」を表示する際に用いられ，

ヨと記号化されている。「すべての，あらゆる」や「あらゆるxについて

…である」を丁丁する全称記'号（universal quantifier，V）に対するもので

ある。

 自然言語において，この存在記号の反映と見なされるものは，英語の場

合，不定冠詞aian（総称的用法および述語の位置の限定的用法を除く），

someおよびseveral，（a）few，（a）little， many， much， a lot［lor lots］of， plenty

of， a good lor great］deal of， a （great lor large， small） number lor quantity，・

amount］of， a good b7 great］many， nσ（；not any）， enough，さらに数詞な

どが挙げられる。これらはすべて，数量の多寡にかかわらず，存在の解釈

を許すという点で存在記号の意味を根底に持っていると考えられる。これ

らあ存在数量詞の目立った統語的特徴としては，全称数量詞（all， each，

every， any， etc．）と異なり，数量詞移動（quantifier floating）、と呼ばれる用

法がないこと（（1）参照）1），存在のthere構文の意味上の主語を修飾する

ことができること（（2）参照），三位用法の形容詞・分詞を取る名詞を修飾

できないこと（（3）参照）などがある。

（i）a． ＊The students ｛some／a few／several／many／four｝ got a

   diploma．2）
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 b．' The students ｛all／each／eveyone／both｝ got a diploma．3'

（2）a． There are' oafew／some／several／three｝ books that 1'd never

    recommend to a student．‘）

 b． There are ｛many／a lot of／a great many｝ Amerieans whd

    like baseball．

 c ． ＊There are all of the books on the table．5）

 d． ＊There is each person'in his own room．

 e ． “There is every book by Chomsky in our library．

（3）a． ＊1 boug ht some horses stolen．

 b． ＊Leading into the library were several doors open． 一

 c ． fln the corner lay piled up many chairs broken．

 d． ＊Three kittens mewing were in the box． ．

 e ． All soldiers dbserting should be captured and court-martialled ．as

    soon as possible．

 f ． Each chair broken was carefully fixed and was re-upholsteredL

 g． 1 demarid that you return every， penny stolen．

・しかしながら）・'この牢うな存在数量詞全体にみられる目1立った特御．とは

別に，各数量詞の間には，一定の現象に関して分布の違いが見られる場合

がある。これは，多くの場合1個々の数量詞固有の統語的，．意味的性質に

起因すると思われる。以下では，存在数量詞相互に見られるいくつかの統

語的・意味性質の．違いについて考察する。

1．定冠詞・指示詞・所有属格との共起関係'

 Jackendoff（1977：ユ03-5）は名詞句の取りうる指定辞（specifier）を冠詞な

どを含む「指示詞（demonstrative）」，「数量詞（quantifier）」，さらに「数詞

（numeralS）」の三つに分類している。これは意味に基づく伝統的な分類と

．変わらないが，Jackendoffは，・次に見られるような数量詞と指示詞との共

起関係に基づいて，従来数量詞と分類されていたものは，統語的には，冠
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詞と共起するものとそうでないものの二種類に分けるべきであるとし℃い

る。6）         ・

ω｛膿｝

（5）

oi譜｝'

many

few

several

three

 all

any

each

some

dwarf（s）”

dwarf（s）

 Jackendoffは，数量詞内におけるこのような二分法は統語的なもので

あって，意味的な根拠はないとしているが，意味的に特徴づけることもあ

ながち不可能とは言えない。一つには，冠詞と共起する数量詞は数詞的で

あり，冠詞と共起しない数量詞（指示的数量詞）は数詞的ではないという

ことがある（詳しくは2節参照）。また，通例，冠諭と共起しない数量詞は

Which one（s）？「どれですか」とHow many？ rいくつですか」のどちらの

答えともなりうるのに対して，冠詞と共起する数量詞はHow many 2の答

えにしか用いることはできない。

（6）

o臨y｝'一町一A11㎡t畑'

このことは，言い替えれば，冠詞と共起しない数量詞は指示的ないしは同

定化（identifier）の機能と量化の機能の二つを合わせ持つのに対して，冠

詞と共起する数量詞は同定化の機能を持たず，数量詞としてのみ機能する

ということができる。

 したがって，（7）の，名詞句の指定部の内部構造において，Q2は数：詞的
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数量詞，Q1は量化の意味を有する指示機能および同定機能を持つ数量詞

と言うことができる。

（7）
N”'

Art' ｛'

 the

 this／that

 these／those

 which， what

 a（n）

 some lsAm］

N”'

 Fred's

Q 1．

 each

 every

 all

 any

 some （s'm） '

 no

Q． 2．

 many

 much

 several

 （a） few

 （a） little

 （a） do3en

 （a） couple

 numerals

N”

'N'

 
l

 N
 ［

dWarf（s）

apple（s）

2．' 博倹ｫまたは客観的比率の含意
                            h
 前節でも触れたが，存在数量詞の持つ数詞的性質の如何は，他の統語上

の現象を説明する上でも重要な性質であると思われる。本飾では，Q1お

よびQ2における存在数量詞の数詞的性質について，従来の観察を基に整i

引していきたい。「 @、

 Several， a few， a number of， a couple ofな．どの存在数量詞が数詞的であ
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ることはMcCawley（1977，1981）， Hogg（1977）， Bolinger（1980）にすでに指

摘されている。これらの数量詞は，数詞のように実際の数値を表わしてい

るわけではないが，個体を「一つ一つ数えうる」という含意がある。つま
                              
り，具体的な数値こそ出すまでには至ってないが，必要とあれば，いつで

も，一つ一つリストしていくことがでぎる。例えば，以下の例において，

severalはそれが修飾している名詞句の個々のメンバーを，' K要であれぽ，

列挙していくことができるということを実際に示している。

（8） We return， then， to the idea that there are・several distinct predi-

  cates， eat， eat'， eat”， and so on．

 これに対して，（7）のQ1のall， any， eachなどの全称数量詞が数詞的で

ないことは勿論のこと，someも存在数量詞としては例外的に数詞的では

ないということが，Bolinger（1980）によって指i摘されている。 Bolinger

は，一例として，afew， several， a couple ofなどがものを数える際の数詞

的単位として生ずることができるのに対して，someは数詞的単位とはな

れず，したがって数詞的ではないと主張している。

㌦轡一一蜘…㎞｛工期

（8）や（9）の例は，Jackendoffの，数量詞には指示詞的数量詞（冠詞・指示詞

と共起不可）とそうでない数量詞'・（冠詞・指示詞と共起可）の二種類があ

，るとする主張は，統語的根拠のみならず，意味的根拠にも基づくものであ

ることを示している。

 それでは，そもそも「数詞性」とはどの様な意味的性質を言うのであろ

うか。「数詞的」ということでは最も基本的である数詞を例にとって，考

えてみたい。たとえぽ，⑩におけるthreeにはどのような意味が含まれて

いるであろうか。
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（iO） Three （of the） arrows hit the target．

⑩では，的に当たった矢が単に三本であったということだけが意味されて

おり，Ota（1980：343）によれば，全体で何本の矢が射られたか，当たらな

い矢はどの程度あったかは問題とされていない。これに対して，数詞的で

はないallもしくはmostを含む（11）は，的に当たった矢が全部であり，

外れた矢は一本もなかったこと（11a），または的に当たった矢が全体の過半

数であり，外れた矢が半数以下であること（llb）が含意されている。

（n） a． All of the arrows hit the target．

  b． Most of the arrows hit the target．

すなわち，mostやallの意味には，全体の集合との客観的比率に関する

情報がその意味の一部として含まれているのに対して，数詞にはこのよう

な客観的比率の含意がないといえる。この客観的比率のいかんによって，

⑫と⑬の容認性を説明することができる。

（i2） Three of the arrows hit the target， but three of them didn't．

（i3） ＊Most of the arrows hit the target and most didn't．

すなわち，mostには，過半数を占める集合（的に当たった矢の集合）と

少数のその補集合という比率の含意があるために，⑬は矛盾文となってお

り，数詞にはそのような全体との客観的比率というものがないため，⑫は

矛盾しないのである。、

 数量詞全体を見渡した場合，それらは意味上，客観的比率を含意するも

のとそうでないものとにおおむね分かれる。Horn（1976）によれぽ， each，

every， all， bothなどの全称数量詞は全体集合を， mostは全体の過半数量

の集合を，fewは全体の半数以下の集合を，no（ne）は全体が空の集合であ
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るという客観的比率をそれぞれ表わしている。また，「部分を表わすsome」

（次節参照）・も，allやnoと意味的に対応していることから，全体の半分

に満たないゼロでない部分ないしは全体に至らない部分々示すという点で，

全体との比率を含意していると思われる。では，数詞的数量詞に関しては

どうであろうか。Several， a few／little， a number of， a couple ofなどの

数詞的性質を持つ存在数量詞もまた，数詞と同様，客観的比率はないので

あろうか。⑭は，これらの数量詞が予想通り数詞同様に客観的比率を含意

しないことを示している。

． （iD ｛Several／anu．mber of the／a'couple of the｝ arrows hit the

   target， but ｛ severl ／ a number of ／ a couple of｝ them didn't．

 Many， much， a lot［br lots］ of tsど数量が「多い」ことを表わす存在数量

詞は，一見，客観的比率を表わしているように思われる。しかしHorn

（1976：218）によれぽ，どの程度を「多い」あるいは「少ない」とするかは

話者の判断や状況に左右される主観的なものであって，客観的比率がある

わけではない。たとえ全体の半分以下であっても話者が「多い」と感じれ

ばmanyを用いることが原則として可能である。このことは，⑮に矛盾

が含まれないことからも丁付けられる。

（i5） 1 solved many of the problems but many of them 1 didn't．

                       一Kroch （1974 ： 66）

 したがって，Q2に含まれる存在数量詞はすべて，程度の差はあるにし

ても，数詞的な性質を持ち，客観的な比率を含意しないと言うことができ

る。

3．個々の存在数量詞の表わし得る数量

 前節では存在数量詞の数詞性について考察し，someを除く大部分の存
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在数量詞には数詞的性質があると述べた。それでは，これらの数量詞が表

わし得る数量の範囲はどのようなものであるか。

 Afewとalittleば，それぞれ，「少数」，「少量」を表おすが，この場合

の「少なさ」とは，実際に数量が少ないというのではなく，人の期待や予

測に照らして「少ない」ということであるqこのことは，many， much， a

lot b710ts］ofなども同様で，「多い」というのは，人の期待や予測も含め

た広い意味での脈絡（context）により決まるもので，ある場合にmanyと

判断されたものが別の場合にはafewになりうる。例えば フットボール
                          '

の試合というような状況では，たとえ5000人の聴衆であっても，Very few

people werit to the football game．と言うことが可能であり．，パーティーに・

50人の人が来たような場合であれば，Lots of people came to Fred's party．

と言うことができる。これらの数量詞は，言うならぽ，話者の判断や脈絡

によって決まる主観的な意味での「多い，少ない」を表わしているのであ

る。これに対して，all， some， noなどは，人の主観的な判断とは無関係に，

単に，人やものの集合が全体（all）か部分（some）かゼロ（no）かを示して

いる。

 SeVeralの表わす数の範囲には個人差があり，2以上3または4を上回

らない数（POD），3以上（Kruizinga（Ha ndbook， Vo1．2，1332）），およそ4か

ら10までの数（McCaw16y（1977：380-81））などで一定していない。いずれ

にせよ，先に触れたafew，さらに以下で扱うsome， a number ofと異な

り，その表わしうる不定数の範囲は固定している。このため，（16a）は容

認されない。

（i6）

@ab決黶魔rAe￥eewral／people voted for Rbger McBride， namely about． 180，000．

一 McCawley （1977：381）

Severalの原義は「少数ではあるが，それ相当の数」であり，McCawley

によれば，afewが実際に表わす数の大きさにかかわらず「少・なさ（sma11一
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neSS）」を強調するのに対して，Severalは「（十分な）多さ（largeneSS）」を

弾調する。たとえぽ，Several people wer♀ very pleased with the result．で

は，その結果に満足した人がたとえ3人であっても，話者はその人数に十

分満足していることを含意する。同様に，⑰では彼の分析は少しの間違い

はあるが基本的には正しいことを示唆し，⑱では彼の分析が間違いだらけ

で致命的ともいえることを示唆している。・

（i7） There are a few errors in his analysis．

・（i8） There are several errors in his analysis．

一ibid．

なお，最近several．の意味が推移し， a fewに近づきつ？あるという観察

がある（Bolinger（1981））。

 Anumber ofの表わす数はafew， someまたぽseveralか．らmanyの間

で，これもafewと同様，話者の判断や脈緕によって変わり、うる。ただし，

afewと異なるのは集合の大きさに応じてagreat／good／1arge／small

number ofなどの形を用いることができる点である。 McCawley（1977）に

よれぽ，anumber ofの原義は文字通り「0や響く小さな数ではないある

数」である。

 A¢ouple ofは両数を表わす他にゴ1から2，または3．までのきわめて

限られた範囲の不定少数を表わす。したがって，severalと同様表わしう

る不定数の範囲は固定して．おり，a few， some， a number ofのように広い

範囲におたる不定数を表わすことはできない。

（ig） a． ＊A couple of

  b'． ＊Several

  c一 Afew

  d． Some

  e． A number of

people voted for Roger McBride， namely about

                  180，000．
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 これまで，前節において数詞的数量詞と分類されていたもののおおよそ

の表わす数量について述べてきたが，存在数量詞の中ではおそらく唯一の

指示的数量詞であると思われるsomeが表わしうる数量はどうであろう

か。9》指示的数量詞とは，言うなれば，指示的機能と量化機能の両方を合

わせもつと言うことである。単数名詞を伴う「ある，何か［どこか，いっ

か］の」の意味を持つsome［SAm］は指示的機能を，複数名詞または不可算

名詞を伴って「なかには…もいる［ある］」を意味する「部分のsome」，お

よび，漠然と「いくらかの，（ある種の）若干の，少しの」を意味する弱、

形のs'mは指示的機能と数量化機能の両方を持っているといえる。ただ

し，「部分の'some」はallに対する表現で，人やものの集合が，全部（all）

でもゼロ（no）でもなく一部（some）であるということを表わしており，ど

のような大きさの集合が問題となっているかによってその表わす数量は変

わってくる。Hogg（1977：77）によれば， someはおおよそ全体の半分に満

                           ノ
たないあ' 髏迫ﾊから全体に至らないある数量までの広い範囲㊧部分集合を

指しうる（用例⑲参照）。したがって，これまでに考察したseveral， a few，

anumber ofなどの表わす数量との関連で問題となってくるのは，、「少し

の，多少の」を意味する弱形のs”mである。

 弱形のs'mの表わす数量は，一般に，2も含みうるが，実際にはそれ以

のことが多い（Bolinger（1980））。⑳において， twoに伴う上昇・下降・上

昇という音調は，someを「2」と見なすことのたあらいを示唆している。

（20） what have you ggt in there， soihe rabbits？ 'yes， （litiilll，．eU ］

一Bollinger （1980）

 ここはむしろ，No， l didn't have s6me rabbits，1 have just tw6．（ibid．）と

する方が普通である。

 弱形のs'mは「少しの」を意味するため，a ．fewやalittleと似ている

が，特にonlyやjustなどの修飾語を伴う場合にはこの傾向が強く，ほぼ
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同義となる。

 （2 i） 1'd like only ｛ some ／ a few ／ a little｝ and not half．

 しかし，、。m・をsev，・al，。number。f，。f，W／littl，， a c。up1。。fと比較

した場合の大きな意味の違いは，その表わす数量ではなく，むしろ，some

．特有の「漠然さ（Vagueness）」にある。たとえぽ，㈲は，一般に，掌量を

述べる際に，より漠然とした数量からより正確な数量へと順序づけて言う・

傾向があることを示している。

 （22） a． There ate a few people in the room already； well actually

     five'

   b ． ＊There are fizAe people'in the room already ； well actually a few．

 この傾向を，'・some， a few， a Iittle・に適用してみると，someがafew， a

littleよりもなお漠然とした数量を表わしていることがわかる。

（23） a' D Ther'
?is some sugar left， only a little．

  b ．“There is a little sugar left， only some．． ．

（24 a． There are sorrie carrots left， only a few．

  b ． ＊There are a few carrots left， only some．'

一Allan （1978 ： 51）

 さらに・以下QH・99の例も・・'mが・numb…fとほぼ同じ数量嫌

、わすにもかかわらず，その漠然さの故に，．明白さを求めちれるような状況

ではこれを用いるべきではないことを示す興味深い例である。

（25）

@aa@'
D，

eFO盾?saonmUeMb． er Of ］reasons， thig approach has to be rejected・ '

                         mHogg （1977 ： 75-6）
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・
王、

、
'

 1．ただし，anyについては，存在用法の場合も全称用法の場合も，数箪詞移動は

 ない。

 2．Allan（1978）によれば，存在数量詞がof＋代名詞を伴う場合は，数量詞移動の

 場合と同様，文中に生じ副詞的に解釈される。

   （．i） They'wi11，，several of them， be being carefully watched

   ただし，この種の文の判断には個人差がある（中村（1983）参照）。数量詞移

 動の場合と意味的に同じ効果を持ちながら，なぜ全称数量詞の場合のof＋代名詞を

伴おなくともよいのかについては，Allan（1978：121）が意味的な説明を与えている。

 3．．ただし，everyoneはあまり用いられない。

'4．Someがthere構文に用いられる場合は，弱形のs'm'として生じ，単に不定の

数量を表わす（Milsark（1974：199f．）参照）。

   （i）' There are some［sm］ apples on the'table．

   Someが強形［SAm， sAm］で発音され，全体の中のある限られた部分集合を表わ

す場合は，r般に存在のthere構文には生じないとされているが（Milsark（1974）），

 以下の文の場合，判断は一定し沿いない。

   （ii） a ，（？） There were some of the boys came to the party．

     b． 'There were some of the boys who came to the party．

                            一Hogg （1977 ： 1 58-9）

 5，Allやeveryが「色々な，十分な，たくさんの」など本来の全称数量詞として

 め意味とは異なる意味を表わす場合には，例外的に，存在のthere構文の意味上の

 主語を修飾することが出来る。

   （i） a． There were all kindS of people at the party．

     b． There is every ｛chance／possibil ity．｝ for the Democrats to win． '

   なお，数量詞がthere構文の意味上の主語を修飾しうるか否か，また，後位用

 法の形容詞・分詞を取る名詞を修飾し得るか否かを決定している意味的基準につい

 ては，Milsark（1974，1977）， James（1979）参照。

 6．ただし，everyは例外的に所有属格と共起し得る。また， manyが冠詞と共起

 するのに対して，muchは例外的に冠詞などと共起しない。

   （i） ｛Fred's／＊the／“those｝ every word

‘ （ii） ｛“the／ 'John's｝ much fdod

                          -Jackendoff （1977 ： 105）

   Muchは，他の点でも， manyのように繰り返し強調的に用いるこ』とができな

 かったり，口語用法において，manyほど自由に用いるdとができないなど，制限

 がかなり強い傾向がある。
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   （i） a， Many， many per＄ians drink sherbet-water．

      b． ＊My horse eats much， much hay．

                                        一Ndridge （1982 ： 247）

7．ただし，severalが定冠詞と共起するのはまれである。

8．印形のs'mはHow many／much？に対する答とすることはできない。

   （i） How many people were at the party？一'Some ［sem］ people．

                                         '一Carlson （1980 ：41）

   したがって，someに関してはさらに考察を深める必要がある。（i．）が容認され

ないのは，．おそらく，s'mの表わす数量が「漠然とし過ぎている」ため，文字通り

「数量詞」としての性質が薄れるためであろうと思われる。

9．否定表現のfewもまた指示的数量詞の一つと考えられるが，その考察は別の機

会に譲る。
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